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要 旨  近年、低湿地遺跡に対する調査が活発に行われ、木質遺物が多数出上し、考古学の一分野と

して注目を受け始めた。その種類は、日常生活具類や農工具類から建築部材まで非常に多様である。

本稿では、多様な木器の中でも食器類に対する検討を通して、当時の食卓文化を明らかにしようと試

みた。木製食器類の場合、古い時期の手斧類で削って作ったものにはじまり、三回時代になると回転削

りや漆塗りを施した高級な製品が生活遺跡から出土する。それらは遺跡ごとに特徴があり、製作技術

や組成にも差異が認められる。特に、百済涸洸時代の中心地域であった扶余の最近の発掘調査事例を見

ると、双北里等では高度な技術で製作された高杯や容器類等が出上しており、木器においても階層区分

のなされていたことがわかる。製作技術の変化をみると、原三国時代までは手斧等の工具によって製作

され、丸い形態よりは四角い形態の容器類が多く、全体に器壁が厚い。蓋は身部が平坦なものが大部分

で、端に短いかえりのつくものが多い。漆器も出土しており、その製作技法をみると、主に黒色の漆を

塗り、下地漆はほとんど施されない。三国時代になると、ロクロを利用した回転削りの技術が一般化

し、胴部が丸い形態のものが主流になり、器壁も非常に薄くなる。蓋は身部が膨らんだ形態でつまみを

持つ。漆器の製作技術も変化し、漆層→朱漆層の順で塗られ、下地漆の使用比率が高くなり、骨粉や土

粉を下地漆の材料として用いた漆器が登場する。一方、日本の木製食器類は、韓回に比べ非常に多様で

あり、これらとの比較検討を通して、韓国から出土した木製食器類の用途や製作技術に対する様々な答

えを探すことのできる良好な比較資料を提供している。また木質遺物の中には、日本で産出する樹種が

確認され、日本との交流があったことを知ることができる。このように、木製食器類の検討を通して時

期ごとに差異があれば、そこから、発展のありかたや遺跡の階層化の進行の様子を知ることができ、ま

た、当時の日本と活発な交流があったことも知ることができる。
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I.は じめに

木器からは、土器や石器・鉄器など他の素材の遺物 と同様に、生活や社会の復元に関す

る多くの情報を得ることができる。例えば、日常生活で使用された農工具類・食器類・奈

具類・建築物だけではなく、樹皮・葉・花弁・果実類・樹液等、樹木は人間の日常生活に

おいて非常に広範囲に利用されているからである。

木製品は、そのような有用性と材料の採取や製作が容易であるという長所のために、古

代、すなわち人類が道具を持ち始めた時から、石器 とともに重要な道具として使用され

た。このため、古代人の生活、あるいは技術的側面において、木器は大きな比重を占めて

お り、過去の物質文化の実態を把握し、生活相を具体的に研究する上で非常に重要であ

る。しかしながら、木器という遺物の性格上、遺存状態の悪い場合が多く、低湿地のよう

な遺跡から腐食していない良好な木器が発掘されたとしても、保存処理や保管に多くの費

用を投資せねばならないという難しさもある。

石器や鉄器の場合は農具・工具・武器類等、土器の場合には容器・調理具等にその用途

がある程度限定されるのに姑して、木質遺物の場合、工具類 。農具類から建築部材にいた

るまで、非常に多様な種類のものが出土しているため、他の遺物研究と同様に個別研究資

料としての研究価値が非常に高いのである。

そこで本稿では、木器の中でも食器類に分類されるものの出土事例とその特徴を検討し

てみることとする。また木器も、土器や鉄器等と同様に、製作技術の発展過程が観察でき

るため、遺跡ごとのありかたや特徴を把握することによって、古代の食卓文化の階層的・

時代的な様相も合わせて明らかにしてみたい。

■.木器研 究の現状 と研究方法

1.木器研究の現状

木器は主に低湿地遺跡から多く出土しているが、これは、低湿地という遺跡の特徴とし

て、外部の環境から腐食の進行が食い止められているためで、木器やわらじ。植物逢酸体

等の遺物が良好に遺存している。そのため、低湿地遺跡や水田・水路のような遺跡の発見

とともに、木器に対する研究が始まったと言っても過言ではない。低湿地遺跡の調査は、

1958年 に北朝鮮の平安北道倣儀里 (4～ 5世紀と推定)において、クヌギ製の唐黎、車輪が

泥炭層から出土したことを晴矢とする。1992年 の追加発掘の結果、さらにもう1点の唐黎

が発掘された。しかしながら、その出土量が少なく調査研究が本格化しなかったため、さ

ほど注目されることはなかった。韓国では、1968年 に大邸達城土城の下層泥炭層から高

杯・瓦質土器・炭化木材等が発見され注目を受けた。
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本格的な低湿地遺跡の発掘調査は、1975年 に行われた慶州雁鴨池であり、予め低湿地で

あることを推測して行われた学術発掘であるという点で大きな意味を持っている。この他

に昌原茶戸里、光州新昌里、務安良将里、慶山林堂、論山麻田里、扶余陵山里、成安城山

山城等においても低湿地遺跡が発見され、徐々に学界においても注目されるようになっ

た。特に、光州新昌洞では、最古の弦楽器、緯打具、馬車付属具をはじめとして、発火

具・扉・靴型・鞘・扇の柄・儀礼用木器等の多様な木器が、韓国国内において初めて出土

した。これらの豊富で多様な木器の出土を契機として、韓国の先史時代文化研究におい

て、石器・青銅器・鉄器に加えて木器が重要な研究課題となった。また、この遺跡から出

土した木器について、器種分類と考古学的研究、樹種同定等の総合的な報告および研究が

なされ、韓国における木器研究のひとつの基準となった。なお、最近までに本質遺物を出

土した遺跡は120カ所余りに達している
1。

木器研究は、今後出土資料をさらに蓄積していく必要があるものの、土器や青銅器・鉄

器と同様に個別研究を行うことが十分に可能である。実際のところ、これまで木器研究と

いえるものはほとんど皆無の状態であり、筆
2、
木製尺
3な ど個別の遺物の説明や報告がな

される程度であった。しかし、光州新昌洞等から出土した木器に対する体系的な分類は、

木器の考古学的研究に一定の基準を与えてくれた。また、2005年 の湖西考古学会による

『低湿地考古学』についての学術大会
4、
韓相暁・朴元圭による「百済酒洗期 木製遺物の道

具痕跡の分析」
5、
金櫂九の「韓半島青銅器時代の木器に対する考察」

6な ど、木器の製作

と利用に対する研究が行われている。最近では、牙山葛梅里で木器生産地に対する調査・

報告がおこなわれたことで、木器の生産と流通に関する研究の可能性も開かれつつあるの

が現状である。

2.木器の研究方法

木器は、前述のように低湿地にある遺跡では数多く出土するものの、遺存率が低く、大部

分の遺跡からは出土しないため、木器だけからその用途を推測することは非常に難しい。

したがって、用途と機能を推測する際には、① 出土状況や使用痕の観察、② 民俗事例と

の比較・推定、③ 模造品による使用実験、④ 出土した遺物の集成および分類などによる考

古学的分析をおこなわなければならない
7。

また、木器の製作工程の復元を通して様々な情報を得ることができる。まず、木器をそ

の用途に応じて製作するために、それぞれに適した木材を斧で切り倒し、原木を確保しな

くてはならない。一般的には、遺跡周辺に植生している樹木から原木を選択し確保する。

確保した原木を製作する器種によって分けるのだが、この時点で木器各々の用途に応じた

樹種の選択がおこなわれる。

各器種に用いられた樹種は、遺跡から出土した木質遺物の樹種同定を通して知ることが
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でき、当時の植生を復元することも可能である。また、用途に応じて時空間的に選ばれ好

まれた樹種を知ることや、さらには木材の流通状況までも類推することができる。木器の

原材料は、生態系と密接に関連があり、たとえ山林資源が周辺に存在していたとしても、

どこかに木材利用に適した植生が存在しなければ木器製作は不可能である。さらに、この

ような植生に関する情報を通して、当時の食材料・燃料・景観等といった古代人の生活相

にまで様々に接近することができるのである。実際に出土している木器の樹種を同定して

みると、器種ごとに原材料の硬さや槙様が異なり、それぞれの用途ごとの特徴に合うよう

に製作されていたことを知ることができる
8。

個々の木器は、その用途や器種によって段階別に製作されるのだが、完成品の場合には

実生活用と祭祀用に分類でき、未完成品は他の用途に転用したり、廃棄された。また、実

生活品は使用後損傷すれば他の用途に用いられるか廃棄されるが、祭祀用は儀礼行為が終

わった後に意図的に廃棄された。このように木器には、製作から使用、そして廃棄される

までの多くの情報が含まれているのである。

切 り出された原木は、望みの形に加工した後、さらにいくつかの段階を経るのである

が、加工段階別にみてみると、 1段階は、伐採後これといった加工をせずに自然木をその

まま使用するもので、杭などがあり、樹度が残存あるいはその痕跡が残っている場合が大

部分である。加工痕も端部のみに仕上げが認められ、斧で切 り倒されたものがそのまま使

用されるものもある。

加工 2段階は、樹皮を取り除き板材や角材に単純に加工するもので、各種農工具の柄や

木簡、角材、板材等がある。

加工 3段階からは用途が明らかな木製品で、部材を組み合わせることにより製作するこ

とや、精密な加工が必要な木製品では穿子し。回転削り。付加的な装飾等が施される。

加工 4段階は、漆を施した木製品等である。

また、原木のどの部分を使用したのかについては、木製品の年輪の湾曲のありかたを観

察することによって知ることができ、このことによりどのような原木のどのような部分を

使用したのかを判断することができる
9。

本稿では、多様な木器の中から食器類に対する検討を通してその種類と構造を明らかに

し、さらには日常生活品と儀礼用品がどのような差異を持つのかについて見ていくことと

する。

Ⅲ。古代木製食器の組成 と特徴

1.出土事例の現状

韓国国内における木器の出土事例は、前述したようにさほど多くはなく、食器類の出土
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植生する木を伐採
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用途別原材分類

儀礼行為の後に

意図的に廃葉
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第 1図 木器の製作と使用

事例もまた資料が不足気味であるため、実際のところ、時空間的な分類や分析は非常に難

しい状況にある。しかしながら、最近発掘調査された遺跡やすでに調査された光州新昌洞

等で出土した遺物を見てみると、遺跡ごとの特徴に応じて、分類を試みることが可能であ

ると考えられる。

まず、これまでの出土事例をみると、初期鉄器時代から三国時代にかけて、成安城山山

城、光州新昌洞、慶山林堂、益山王宮里、扶余陵山里、釜山高村、昌寧松呪洞古墳等の遺

跡から木製食器類が出土 している。特に食器類の場合には、古い時期の手斧類で削ったも

のから、三国時代になると回転削 りや漆塗 りによるかなり高級な製品も生活遺跡から出土

している。そして、各遺跡の特徴ごとに、製作技術や食器組成に差異がある。特に、百済

涸洸時代の中心地域である扶余における最近の発掘調査事例を見ると、扶余双北里等では

高度な技術で製作された高杯や容器類等が出土しており、木器も階層区分が成されていた

のではないかと考えられる。このことについては次章で取 り扱うこととし、まず初期鉄器

時代～三国時代における食器類の出土事例の現状を第 1表および第 2・ 3図に示す。

韓国国内において木器が出土した遺跡は、大部分が低湿地遺跡や古墳であり、これらの遺

跡はいずれも木器が大きな損傷を受けにくい環境にある。また、木製食器類はその出土状況

から副葬用と生活用に区分されるが、実際には器種ごとの構成の差異は大きくない。一方、

日常生活で使用された木器と、副葬のために別途製作された木器のあったことが推測され、

用途によって削りや漆塗り技法といった製作技法に差異のあったとことがわかる。

2.製作 と使用

製作にあたってはまず、原材料の選別が行われるが、容器類の樹種の選択を詳しく見て

みると、次のとお りである。新羅時代の月城咳子では、 6点を分析 した結果、エレ属 4

点、クワ属 1点、 トネリコ属 1点が識別された。エレは、『三国史記』によれば、貴族が
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第 1表 時期別・遺跡別出土状況Ю

時代 遺跡名 遺物 性格

初期鉄器～

原三回時代

全羅道 光州 新昌洞 皿・豆 。蓋等 生活用 (高級 )

慶尚道

金海 伽耶の森遺跡 漆豆・ 円筒形等 副葬用

星州 栢田 ネし山里 漆器椀・ 豆等 副葬用

昌原 茶戸里 漆器豆 。四角金 。円筒形等 副葬用

成安 道項里 筒形木製品等 副葬用

昌原 新方里 把手付長方形容器等 生活用

三回時代

京畿,江原
烏山 佳水洞 杓子 (漆)・皿 (漆)等 生活用

原州 法泉里 郭 。結合漆器等 副葬用

忠清道

扶余 宮南池 漆器 。生活用品等 生活用 (高級)

扶余 羅城 (宮南池一帯) さじ容器類・漆器等 生活用 (高級 )

扶余 旧衛里 椀・皿類等 生活用

扶余 陵山里 さじ・箸・皿等 生活用

扶余 佳塔里 容器類等 生活用

扶余 双北里 盤等容器類等 生活用

扶余 双北里 2805番地 漆器高イ・漆器皿類等 生活用 (高級 )

錦山 栢嶺山域 木製杯等 生活用

全羅道

光州1 タト本寸 容器底部片・漆器椀片等 生活用

益山 弥勒寺址 漆器類等 生活用 (高級 )

益山 王宮里 漆器類等 生活用 (高級 )

慶尚道

慶州 金領塚,飾履塚

壷汗塚,天馬塚,皇南大塚
漆器金・漆器小椀等 副葬用

慶州 雁鴨池 容器類等 生活用 (高級 )

慶山 林堂 低湿地 高郭・椀・漆容器等 祭祀用

釜山 機張 高村 漆杯等 祭祀用

昌寧 松幌洞 古墳群 杓子・漆器蓋・仕切り付盤 副葬用

成安 城山山城 漆器容器類等 生活用

家を建てる際に広く利用されていたもので、六頭品以下は家を建てる木材にエレを使用 し

てはならないという規制があった。このようにエレは高級木材であり、月城咳子から出て

くる木器がすべて漆を塗っていることを見ると、一般人が使用するのは難しかったようで

あり、宮殿の中で実際に使用されていた貴重な木器であったことが推測される。

百済測批時代の出土木製容器類14点のうち、ケヤキ 7点、マツ3点で、ハリギリ、 トネ
リコ、クヌギ、ハンノキ類が各 1点ずつであることが明らかとなっている。ケヤキのよう

に硬い木材に精巧な回転削りを施すためには、何よりも硬い木材を削るための刃が必要で

あり、そうした加工具を製作するための高水準の技術の存在を推定することができる。
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また、漆塗り木器をはじめとする容器類18点を分析した結果、ハンノキ類・ヤマザクラ

類・ヤマグワ類各 3点、クリ類・樹皮 (推定)各 2点、マシュウグルミ・ノグルミ・キ

リ・ヌルデ・アワブキが 1点ずつ検出された。この中でハンノキは、材質が緻密であるが

比較的柔らかく割れにくいため、容器を製作するのに適した木材である。ヤマグワ類は硬

く靭性と縦曲性があるが、切削と加工が難しい樹種で、クリも硬い材質の木材であり、こ

のような木材を加工するために木材加工技術が発達したことが推定されている
11。

容器類には、材質が柔らかいハンノキ類・キリ類だけではなく、ヤマグワ類・クリ類の

ような硬い材質の木材も利用されていたことからみて、当時の木材加工技術は相当に発達

していたものと考えられる。なお、食事具類の中で、蓋や匙と箸・杓子類等に対する樹種

同定の事例については、分類可能な程の報告例がないため明らかにすることができない

が、容器類と同様にある程度は樹種ごとの選択性があったものと推定される。

次に製作方法について詳しく見てみると、大部分は木器を立てた時に木材の長軸方向

(木が育つ方向)と 木器の方向が同じになるように製作されている鬱。製作方法は、手斧

等を利用して容器の内側を割りぬいた後に、刀子で仕上げたり回転削りを利用して仕上げ

た。回転削りは回転力を利用して削るもので、高い熟練度が必要とされる製作技法であ

り、高級な容器に使用された可能性が高い。

成安城山山城から出土した木器は、未完成品が多数を占めており、製作時の加工の痕跡

がはっきりと観察できるものが多い。この事例をもとに、食事具類がどのような方法で製

作されていたのかについて詳しく見ていくこととする。城山山城から出土した木器は、斧

や鋸等によって原木を山から伐採した際の一次加工にともなう痕跡は観察されず、伐採し

た木材を整え加工する段階である二次加工の痕跡が主に観察されるため、山城内で製作さ

れたものと考えられる。

大部分の木器の加工部位は、大きな幹や小さな枝部分を利用しているが、容器類のみは

主幹部分を利用し、木目の方向に切断して加工した。道具の痕跡は、主に手斧痕が観祭さ

れる。第 4図①は、両側縁に鍔がつく皿状容器の内部を手斧で到りぬいた後、仕上げをせ

ずに未完成のまま廃棄されたものである。③は皿よりも若干器高の高い容器類で、外面は

手斧で全体を整え、小刀で内部を李Jり 出して製作された未完成品である。外面に残された

手斧の刃の加工方向を観察することができる。容器を伏せた状態で同じ方向に整えてお

り、刃の痕跡が 3箇所観察される。④と⑤は、内外面をそれぞれ異なる方法で加工してい

て、④は回転削りによって、⑤は手斧や刀子などの道具類を利用して丸く削って製作して

いる。これを見ると、容器類の仕上げ方には、 2種類があったものと考えられる。②は、

製作後に漆を施した皿で、鍔の上面と内面の周縁に朱漆を施すのが特徴である。これらの

ことから、成安城山山城の容器類は、手斧や内側を削り出す小刀などを利用して製作さ
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<昌原 茶戸里>

図2.木器の製作と使用
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れ、回転削りや漆塗りもなされていたことを確認することができる。

匙や杓子も出土しており、柄の部分を別作 りせずに一体で製作するが、身の部分を削り

だしていない失敗品や未完成品が出土しており、おおまかに元となる器形を削って完成さ

せた後、最終段階に身を削りだしたと推定される。

以上のことから、咸安城山山城で出土した木器の製作工程において最も広範囲に使用さ

れている道具は、手斧であったことがわかる。すなわち、不必要な木材部位を取り除く段

階から、最終的な仕上げの段階まで広範囲に使用されていた。実際に工具類の出土事例を

見ると、遺跡内で様々な大きさの手斧類が出土している。これ以外に容器の中には、回転

削りを施すもの 1点、漆を施したもの 3点が出土しているものの、高度な加工技術を必要

とする木器は基本的に確認されていないことからみて、山城内では水準の高い木材加工は

①手斧で容器内を到りぬいた痕跡

④回転削りによる仕上げ加工

第 4図 咸安城山山城出土容器類

⑥手斧で丸く削られた容器

(国立伽耶文化財研究所 2003)

②朱漆と黒漆が施された皿
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おこなわれなかったと考えられる。

成安城山山城から出上した食事具類をもとに、その製作方法を類推してみると、原材は

木の主幹方向を利用していて、手斧でおおまかに器形を完成させた後、容器等の内部を今J

り出す作業をしていたものと考えられる。さらには、ロクロのような回転力を利用 した回

転削 りによって製作された場合があり、食器類の中では高杯類や鉢類・蓋といった器種で

確認される。

また、土器と類似した形態に製作された高杯類は、その製作方法がやや特徴的で、杯部

と台脚部を一体で製作する方法や、杯部と台脚部分を別々に製作して結合する方法で製作

された。この相違が時期的な違いであるのかどうかはわからず、光州新昌洞から出土した

漆器盤を除くと、原三国時代時代までは昌原茶戸里の高杯のように、杯部と台脚部が一体

で製作されたと推定できる。三国時代に入っても二つの製作方法が共に確認され、慶山林

堂や釜山機張高村から出土した高杯類のように台脚部分を別に製作し、結合する方法もさ

かんに行われていたものと推定できる。結合方法を模式的に示してみると、第 5図のよう

な姿であったと考えられる。第 5図上にあげた模式図は、杯部と台脚部の間に付属結合具

が追加されているが、台脚部の中央に溝があり、杯部の突出した凹面とかみ合わせて嵌め

込むものである。扶余宮南池で出土した木製台脚部片と、釜山機張高村から出土した高杯

の杯部片が、このような結合方法で製作・連結されたものと考えられる。そして、第 5図

の下にあげた模式図も、杯部と台脚部の間に若千異なる形態の付属結合具があるのだが、

島
Ｗ
猟
ｕ

吊
日
鳳
已

Ｒ
冑
凧
電

い
　

　

　

　

ｏ

<扶余 宮南池 木製台脚片>

<釜山機張高村 高杯身部片>

第6図 結合式高杯の出土事例第5図 高lThの台脚部結合模式図
(奈良国立文化財研究所 1993)
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現在までの出土事例には確認することができず、今後報告される資料に期待したい。

容器類は、主に貯蔵用や食事の際に飲食物を入れる食膳用、食器類の付属具 (蓋類)等

として使用され、用途が祭祀用と日常用とに区分されていたこともわかる。そして木製食

器類は、土器と併用されていたものと考えられる。例えば、貯蔵用や食膳用には、どちら

も使用が可能であったであろうし、土器を利用 して貯蔵する際に木製の蓋を使用すること

や、飲食物を調理する際に木製の甑や木製の蓋を一緒に使用することもあったであろう。

食器類の付属具である蓋類 も、様々な形態のものが出土 している。第 2図 の昌原茶戸

里、光州新昌洞遺跡から出土した蓋のように、つまみのつくものもあり、第 3図の扶余宮

南池出土の蓋のように、土器と類似 した形態のものもある。そして、慶州皇南大塚に見ら

れるようなつまみのない金の蓋も出土している。このような形態や製作技術の差異は、時

間的そして地域的・階層的な特徴を示 しているものと考えられる。本稿に示 した資料だけ

を見ても、三国時代以前にはつまみのつ く形態であったものが、その後に多様な形態が登

場すると見ることもできそうである。成安城山山城等の遺跡からもつまみのある形態の蓋

が出土してお り、今後より多くの資料が報告されれば、さらに時空間的な差異が明瞭にな

るものと期待される。

食事具は、箸や匙・杓子 。しゃもじ。まな板など食事や調理時に使用される道具類であ

る。出土の状況を詳しく見てみると、光州新昌洞、牙山葛梅里、扶余宮南池、扶余陵山

里、成安城山山城等で杓子形木器・箸・匙等が出土している。特に、光州新昌洞から多様

な形態の木製杓子としゃもじが出土しており、このような例を通して、初期鉄器時代から

厨房用具と共に匙が普遍的に使用されていたことが推定できる。百済地域では扶余双北

里、扶余陵山里寺址からも木製匙が箸と伴に出土している。昌寧松呪洞 7号墳で出土した

添塗 り杓子は、柄の部分に鳥の形状をした彫刻が施されていて、副葬用に特殊に製作され

たものであると考えられる (第 7図)お。

扶余宮南池、扶余弥勒寺l■などで出土し

た木器の中には、漆を施したものが確認さ

れているが、これらは上位階層によって使

用されていたものと考えられる。なぜな

ら、ロクロによる回転削りにより精巧で器

壁が薄くなるような仕上げ作業で製作され

たものであり、高い水準の技術を必要とす

るため、一般階層には簡単に扱うことがで

きないものであったと考えられるからであ

る。

136

第 7図 昌寧松幌洞 7号墳出土漆器杓子
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第8図 光州新昌洞出土漆器盤

漆は、堅固で丈夫な膜を形成するだけでなく、優雅な光沢とやわらかく品のある色感を

持ち、防水・防腐 。防虫・絶縁等の効果に優れた塗料である。漆の木から採集された漆液

は、精製および加工過程を経て、木器や金属器といった耐久性を必要とする器物に装飾効

果を与え、様々なかたちで使用されてきた。

こうした漆塗 り木器の製作は、漆の栽培地が限定される上に、栽培することのできる量

や採集にもかなりの制約がある。またその特性上、遠距離運搬や長期間の保管が難しいた

め、漆器製作は特殊な集団によってなされていたと考えられている
望
。すなわち、専門集団

によって漆器類が製作されていたと推定され、『三国史記』の記録をみると「漆典」とい

う職官があり、国家によって直接管理されていたことが確認される
｀
。

したがって、漆器は上位階層で使用された高級器種であったと考えられるのである。考

古資料を検討してみると、副葬用や祭祀用の遺物に漆を施したものが確認され、昌原茶戸

里や慶州皇南大塚などに副葬された漆器や、祭祀用と推定される漆器を見ると、かなり華

麗で精巧に製作されていたことがわかる。また、百済の中心地であった扶余から出土した

日常生活容器のうち、精巧な製作技法の遺物には漆を施すものがみられる一方で、成安城

山山城から出上した日常生活容器には、ほぼすべて漆塗りされていなかったことを確認

することができる。また漆は、防湿・腐食防止・光沢等の効果に加え、接着性も持ってい

る。本体と台脚部分を別作りで製作した木器に対しても利用されていたと推定される。た

だし、光州新昌洞から出土した漆器盤の下部のように、台脚部と連結されていたと推定さ

れる部分に漆の痕跡のないことが確認される例もある (第 8図 )。

前述のように、食器類の中で容器は主に製作に際し木の長軸方向に製作されている。し

かし、これは当時の木の利用に関連するということも考えられる。実際、容器類を木の長

軸方向に直交するように切断し製作するほうが“、製作時や使用時に大きな問題がな
い。

しかし原材から長軸方向に直交するように製作すると、削って捨てる部分が多くなる。さ

らに大木の主幹部分は主に建築部材や柱として利用されるため、そのような部位の使用に

は、ある程度制限があったものと考えられる。よって、容器類は主に柾目方向で最大限の

lЭ 7
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数を製作し、大きな容器類の場合も、高杯類のように別作りで製作し、結合する方法をと

っていた可能性が高い。以上のことから、漆や大きく太い樹種の本材は、国で直接管理・

供給し、製作するようにある程度制限されていたものと考えられる。

Ⅳ.古代木製食器の変遷 と画期

1.木製食器の製作と組成の変遷

これまで木製食器類の出土状況、そして製作と使用に射して簡単に探ってきた。ここか

らは、木製食器類の製作および組成のありかたにどのような変化があったのか、土器とは

どのような用途の区別をしていたのかをみていくことにしたい。まず、食器類の製作技術

上の変遷を探ってみると、次のとおりである。

原三国時代までは、手斧等の工具類で製作されて、丸い形態よりは四角い形態の容器類

が多い。これは回転削り技術が未発達で、工具類等で丸く製作しなければならなかったと

いう限界のためと考えられる。全体的に器壁も厚い傾向にある。蓋は、第 9図の I型式の

ように身部が扁平なものが大部分で、扁平なために端に把手が短く突出した形態が多い。

漆器も出土しているが、その製作技法を見てみると、主に黒漆を塗り、下地の漆はほと

んど施されていなかったことがわかる。昌原茶戸里出土の漆器を分析した結果、漆に土粉

を混ぜて下地漆とした後、純粋な漆を施したものが 1点あったが、大部分は下地の漆を施

していなかったことが確認された。不純物が漆層に分散したものや、漆が木材組織まで浸

透しているケースも確認されている
W。

三国時代になると、ロクロを利用した回転削りの技術が一般化し、胴部が九い形態の器

種が主流となり、器壁も非常に薄くなる。四角容器や盤容器 (昌寧松蜆洞、扶余訊北里)

も非常に精巧に製作されていて、特に原三国時代に見られたような手斧等の道具の痕跡が

残っておらず、滑らかな仕上げ加工をおこない、器壁も非常に薄く製作されることが特徴

である。日唇部には凹面がみられるが、やはリロクロ等の回転力を利用した仕上げ加工を

したものである。

I II

I逍 II逍 I卜b
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第 9図 蓋の形態と組み合せ方



古代木製食器の組成と特徴に関する検討

また、蓋の身部が膨らみをもつ形態に変化し、つまみも認められる。第 9図のⅡ型式の

ように蓋との組み合わせ方が変化し、以前よりも技術的に発達した凹面形態を持つことが

わかる。

漆器の製作技術も変化し、漆層→朱漆層の順に塗られ、下地の漆を用いたものの占める

比重が高くなり、骨粉や土粉を下地の材料に用いた漆器が登場する
硝
。また、装飾性が増

し、多様な模様を朱漆によって施すことも流行していたことがわかる。

それでは、土器とは用途のうえでどのように区分されていたのだろうか ?はたして古代

人にとって食器とは土器だけだったのだろうか ?食器は、当時の人々の食文化・食事様式

を反映しているのである。

食器類は、貯蔵具・調理具・食膳具・容器付属具・食事具等に分類できる。まず、貯蔵

具は穀物・肉類・魚類等の食材を貯蔵し保管する用途もあるが、現在までに出土した資料

を見ると、重類や奏類のような土製容器が主に利用されていたということがわかる。容量

が大きく容器のなかにある程度長時間貯蔵しなければならないという点から、木製貯蔵具

を使用するには、制限があったと考えられる。しかしながら、三国時代になると四角容

器・盆・内側に仕切りの付いた四角い器等の多様な形態の木製容器類が出土し、飲食物ば

かりでなくその他にも様々なものの貯蔵用としても一部に使用されていたと考えられる。

調理具としては主に土製の炊事具が使用され、飲食物に火を通す際に調理の効率性を高

めるために、木製の蓋等を利用していた可能性もある。そして現在まで、韓回国内では出

土した事例がないが、本製甑を利用していた可能性もある。韓国国内の原三国時代～三国

時代の一部の遺跡では、長卵形土器の出土量に比べて甑の出土量の比率が幾分低い場合が

多いが、魚類や野菜等を蒸す際には、器高が低く広口の形態の甑が有効であったと考えら

れ、実際に東南アジアのタイの一部地域では、木製と土製の甑を併用する民俗事例があ

る。これを踏まえれば、木製調理具の可能性も考えておく必要がある。その他にも調理時

に必要なものとして、杓子 。しゃもじ、細くて長い棒状木器等もある。

食膳具は、調理の前後に飲食物を盛る食器類であり、形態が最も多様で、木製・土製い

ずれも様々なかたちで製作・使用されていたと考えられる。また、日常生活から儀礼・副

葬等に至るまでその用途は幅広いものであったと推測され、その形態は三国時代に入る

と、一層多様化した (第 2・ 3図 )。 扶余弥勒寺址や扶余宮南池、扶余双北里から出土し

た皿・鉢・椀等の遺物は、食卓に上る食器類が多様になったことがわかる事例である。こ

れは土器も同様であるが、三回時代の木製食膳具は、その形態が現代の茶碗やおかず皿と

大きく変わらないものであることがわかる。すなわち、原三国時代から普及したカマ ド

と、蒸すなどといった調理方法の変化とともに、食卓における飲食物も多様化し、これに

ともなって食膳具の形態も多様になっていったものと考えられる。
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容器付属具には、調理具や貯蔵具等に使用される蓋類があり、食事具には、匙・箸等が

あるが、土製よりは木製のものが主に使用されていたと考えられる。特に食事具は、軽く

て簡単に製作できる木製のものが便利だったのであろう。

2。 日本古代の木製食器 との比較検討

以上、韓国で出土した木器の中でも、食器類の組成のありかた 。製作技術等について簡

単に見てきた。現在までに報告された出土事例をもとに分類した結果、原三国時代までは

副葬品を除くと、木製食器類の形態が非常に多様であったことがわかる。特に、光州新昌

洞では非常に多様な食器類が出土していることを確認することができた。そして原三国時

代後期～三国時代にかけて、製作技法が非常に精巧な高級器種、あるいは皿や飲食物を入

れる食器類がより多様になり、食卓文化も定着していった。

それならば、同時期の日本ではどうであったのか。日本は、韓国とは異なり木器が出土

した事例が多く多様であり、木器と関連する資料集・研究論文がたえず発表されていて、

少数ではあるものの研究者達が活動を継続している。日本での木器研究は、韓国と同様、

1930年代に低湿地遺跡の調査を通して開始された。以降、農工具に射する研究にはじま

り、次第に各器種ごとの研究が進展していき、本の材質や原材利用のありかたに対する研

究もなされている。特に1990年代になると、当時までの木器研究を足がかりにしながら、

体系的な分類に基づいたしっかりとした研究の基礎が構築され、木器から社会の多様な側

面を実証的に解明する方向へとまで発展するに至る
19。

このような研究にもとづいて、木製食器類のありかたを見てみると、近畿地方では弥生

時代中期に食器類の器種が非常に多様化し、弥生時代後期になると、高杯と鉢類は主に土

製で、蓋を持つ貯蔵具や皿類は、主に木製へと器種分化が明確化した
20。
また、木製食器類

が土製食器類と併用されたことを知ることができ、調理具や貯蔵用には韓国と同様に土製

のものが主に使用されており、食膳具等については、土製と木製が併用されていたことが

分かる。

これは韓国の原三国時代後期から多様化していく食器類の変遷のありかたと類似してお

り、食器類の多様化は、調理方法や食材の多様化を意味する。このような、多様な飲食と

それに伴う食器類の発達が、食卓文化に画期をもたらしたとみることができる。

製作技法を見ると、食器類の製作方法には大きな違いはなかったように見える。多様な

大きさの手斧や刀子で製作され、小枝と主幹を利用した農工具類や、主幹を利用した食器

類等からみて、原材の使用方法も大きくは違ってはいなかったことがわかる。このような

木器の製作技法の中でいくつか注目される点がある。まず、高杯類の製作技法である。前

章でも述べたように、杯部と台脚部を別に製作して結合する方法や、黒漆と朱漆を塗り模

様の効果を出すものがみられる。そして、韓国の高杯類よりも、杯部と台脚部端部が大き
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く広がる形態のものが多 く発達していたことがわかる。これら日本の木器は、遺物の出土

事例が少ない韓回の木器の器形や用途を理解するうえで、重要な比較対象となるものと考

えられる (第 5。 6図 )。 例えば、日本の大阪府池島・福万寺遺跡から出土した漆器の高

杯は、韓国国内の釜山高村から出土した漆器高杯とよく似た製作技法が用いられている。

多少の時期差があるので、交流といった側面に迫るには多少資料が不足 している面があ

り、将来多くの比較資料が出土することを期待している。

次に、製作技術の中で、回転削 りについてであるが、食器類の中でも皿類の場合は何か

に固定しなければ回転削りを行うのは難しい。その方法を知る糸回は、日本の奈良県平城

京や大阪府大蔵司遺跡から出土した皿にあった。回転削りをするために朝櫨に固定してい

た痕跡が、皿の底部外面中央に観察でき、第10図のように十宇形や菱形状に配列されてい

るのが確認された。また、③のように不規則的な痕跡も観祭されている。

以上のような製作方法は、木器製作に関わる技術のごく一部と考えられ、より多くの韓

日の木器資料を観察すれば、まだまだ他の様々な製作技法を確認することができるであろ

う。さらに、杓子や匙や箸 。しゃもじ等の食器類については、出土状態が良好でなくその

形態を知ることが難しい場合も多いのだが、日本の資料との比較検討を通して用途を推定

することができる。また、韓国から出土した木製の皿類に固定の痕跡を確認することはで

きないが、資料の調査をする際には留意して観察する必要がある。

漆工技術のひとつを詳しく見てみると、日本では木炭粉や黒炭類を漆と混ぜて塗った

後、その上に純粋な漆を塗って黒く見せる方法があり、黒色の煤を漆に混ぜて塗り、その

上にさらに漆を施す方法も確認されている。前者の場合には、韓国の古代漆器技法にはい

まだ見つかっていないものの、中国の戦国時代初期と後漢代の楽浪墓で確認されている。

後者は、韓国の昌原茶戸里から出土した漆器と類似した漆技法であることが確認された
別
①

③―字形

第 10図 大阪府大蔵司遺跡出土皿の固定痕跡
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さらに、韓国から出土した漆器の中で、日本特産のコノテガシワというヒノキの一種で

製作されたものが一部確認された。現在の出土資料は、主に扶余地域で確認されており、

扶余双北里遺跡からは漆器の箱・方形漆器 。漆容器等、多様な器種が出上し、生漆 。黒

漆・精製漆が使用され、樹種は日本の特産種であるスギであった。さらに、食器類ではな

いものの、扶余宮南池では日本産のスギ材で製作された紡織具が出土している。これらの

遺物は、日本との交流の過程で流入したものとみられ、当時日本との間に活発な交流があ

ったことを知ることのできる良い資料であるといえる。

V。 おわりに

以上、木製食器の組成のありかた、製作と使用等に対して簡単に探ってみた。これらを

通して他の遺物と同様に、木製食器類も変化し発展してきたことを知ることができ、食卓

文化の一端を不十分ながらも明らかにすることができた。

木器は、その性格上、機能や用途が明らかにならない場合が多く、完形の状態で出土し

にくいため、検討には困難が伴う。また、発掘現場で出土した大部分の木器を保存処理し

ようとしても、物理的・時間的 。経費的に困難なことも事実である。しかしながら、土

器・石器・鉄器などのような遺物とは異なり、農工具類から食器類・生活用具・建築部材

に至るまで、多様な用途に利用されている素材である。したがって、他の遺物研究と同様

に、個別研究資料としての研究価値が非常に高いといえる。木器を観察する観点を多角的

にすれば、生産・流通システムや階層化等の社会的側面、文化伝播、山林資源の活用方法

の変化など、木器から解明できる範囲は広がっていくことであろう。

このような木器研究の重要性を認識し、木器自体を対象にした研究や生産・流通論等に

ついての研究は、今後の課題といえる。そして、山林生態に関する知識をもった植物学者

と発掘現場の歴史的意味を熟知している考古学者が、用語と知識を共有することで、今後

より発展的な木器研究が可能になるものと期待する。
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Examination of assemblage and features
of ancient woOden thshes

Jung,su‐Ock

Abstract:This study took exanination for ancient wooden dishes.Havlng been unearthed from

ancient living sites,high qualined_spinnig cut,lacquered wooden dishes are ge� ng more attendon

in hese days.Making techniqucs and assemblage sets seem diverse according to eath sites.Based

on the casc of excavation in Ssangbuk五 ,Buyeo where had been centre region of Baekie,wOOden

dished seemed to got hierarё hical rules in production.Wooden dished produced until proto■ hree

kingdom age got early features involving adz using,recttngle shape,thick bodぁ flat coveち and

short knobs.Lattuered dishes were also produced in he way of paining black lacquer havAng nO

foundadon coaing.After that,round shape,thin body caused by using wheels in nlaking process

appeared in hree ttngdom age.Cover dishes have round body and knob.眈 quered wooden dishes

had changed in=nttng technlqucs;palnting bl無 遺red ordeL mttng rado offoundadon panting using

bone or ear血 .In he case ofJapan,ancient Wooden dishes kncjwn until now are more vanous than

hat of Korea and his could help in exalnining wooden ware unearhed iom Korean peninsulan

Wooden dishes hat are madc of exclusl碇 tree spices ofjapanese vere also excavated in Kbrea.hat

could make sttdy about inttraction betveen Korean pe� nsular and iapanese archipelago.個 艦ough

he exa■�ning of wooden dishes,it could be suggested hat there were diachronic transidon in

41aking techniques,hierarchicЛ  rules in producuOn,andセ lso interaction betteen Korean peninsular

andjapanese archipelago.

Keywords:Wooden eaing uttnsils,Wooden containers,Eaing tools,lacquerware,Wooden tool

mattng technique,Table manners
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